
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の影響により中止となって

いた国分寺まつりが４年ぶりに開催され，環境ひろばで

は，環境の啓発活動を行うため，出店しました。 

当日は晴天にも恵まれ，多くの方にご来場いただき，環

境ひろばの活動や国分寺市の環境の取組について広く周

知をすることができました。 

ブースでは地球温暖化をテーマとした環境クイズを行

い，子どもから大人まで 732 人の方に，楽しみながら参加

していただきました（啓発物品プレゼント）。特に日本，

米国，中国の国民一人当たりのエネルギー消費量を重さで

比較する「持てるかな？エネルギーのかばん」は，これま

で地球温暖化や環境問題について関心のなかった方にも

考えるきっかけとしていただけたのではないかと思いま

す。ご来場ありがとうございました。 

発行 国分寺市環境ひろば 
   国   分   寺   市 

 

 10月15日（日）の環境ひろばでは，令和

６年２月18日（日）リオンホールで開催す

る「環境シンポジウム」で講演していただ

く予定の東京大学 未来ビジョン研究センタ

ー 教授（総合文化研究科 客員教授）（国

立環境研究所 地球システム領域 上級主席

研究員）江守先生の動画を閲覧し，地球温

暖化について，自分たちにできることなど

を討議しました。動画により，「世界的な

平均気温上昇を産業革命以前に比べて２℃

より十分低く保つとともに，1.5℃に抑える

努力を追求する」とした，2015年のパリ協 

定の達成に向けて取り組んでいくことの大切さを環境ひろばで共有しました。国分寺市は，2050年まで

に温室効果ガス排出量を実質ゼロとする「ゼロカーボンシティ」として脱炭素社会の構築を目指すこと

を表明しています。その目標達成のために私たちは何をすべきかが極めて重要と考えます。当日は以下

の意見が提起されました。 

・地球温暖化についてまだまだ十分に理解していない人も多いように思う。みんなが理解しやすいよう

に伝えていく必要がある。また，様々な機会を通じて，情報発信をしていく必要がある。 

・化石燃料を卒業し，より良いエネルギーに転換していくといった考え方は受け止めやすい。 

・緑の保全など地域の自然を守るといった視点も必要だと思う。 

・市は他市や東京都，国と連携しながら，温暖化防止のための仕組みづくりに取り組んでほしい。 

ぜひ令和６年２月18日（日）13時30分からリオンホール（オンライン同時配信）にて行う，「第19回

国分寺市環境シンポジウム」に多くの方にご参加いただいて江守先生の講演等を聴き，地球温暖化につ

いて考える機会にしていただきたいと思います。 

第181号 令和５年11月19日 

 

【フリートーク：地球温暖化を考えよう】 

 

 

 

 
引用：YouTube「国立環境研究所動画チャンネル」より 

『【20分でわかる！温暖化のホント】地球温暖化のリアル圧縮版①』 

（https://www.youtube.com/watch?v=Zsw2TJ006mc） 

【国分寺まつりに出店しました。】 

 

 

 

 
環境ひろばのブース風景 
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 10月 23日（月）に西恋ヶ窪緑地で，10 月 29日（日）に姿

見の池で，秋の動植物観察会を行いました。今回は環境活動団

体に加えて市民公募も行い，西恋ヶ窪緑地は６名，姿見の池は

17組 20名（親子参加含む）の方にご参加いただきました。 

植物名前の分からなかった植物の名前を専門員に質問した

り，植物の種子の飛ばし方の違いを興味深く聞いたりして，グ

ループごとにイロハモミジやケヤキなどの葉を探して，見つけ

た種の数を競う葉っぱビンゴでは大人も子どもも夢中になっ

て葉っぱを探していました。 

昆虫類アキアカネ（とんぼ）やキタキチョウなど，天候に恵ま

れ様々な種類の昆虫を見つけることができました。希少なトタ

テグモの一種も見ることができ，充実した内容の観察ができま

した。 

 参加者アンケートでは，「楽しかった」というコメントが多

く見られ，動植物にふれあう良い機会になったと思います。 

市民の皆さんからも，動植物の珍しい発見がありましたら，

写真や記録を市にご報告ください。 

なお，令和６年３月下旬に動植物調査（専門員）の報告会を予

定しています。市報等でお知らせする予定ですので，ぜひご参

加ください。 

（あとがき） 

 江守先生の発信する情報は心に響く。温暖化を防止

できなければ起こるであろう状況は，極めて深刻だ。

防止策の多くは行政をはじめ，社会全体でつくり上げ

ていかねばならない仕組みではあるだろうが，私たち

はもっと声を上げて，それぞれの取組を支援し，また

必要とあれば要求してゆかねばならない。来年のシン

ポジウムにはぜひ多くの方に参加いただき，皆で考

え，取組を支援していきたい。（佐藤） 

 

 

 

東京都，姿見の池緑の会，ふるさとをつくる会の協催で開催しました。

例年，東京都が都民全体を対象にホームページで募集，抽選を経て開催し

ますが，今回は，国分寺市民を優先し開催，23人(９世帯)が参加しました。

参加者は全て国分寺市民，親子世帯及び初参加でした。 

今回の開催は，「保全地域が身近な自然として地域住民や都民に親しま

れ，生物多様性保全や重要性が理解されている」を目指すとし，設定され

ました。 

開催にあたり国分寺市，国分寺市教育委員会，近隣小学校，地元企業，

ボランティア諸団体にご協力頂き，広報活動を行いました。各関係機関の

協力で，国分寺市民 56人(当選者 36人)が応募しました。 

 プログラムは，作業体験(下草刈り・樹木伐採)，観察・クラフト(セミ殻の観察・竹水鉄砲づくり)で，

親子で初めての剪定ハサミ作業，竹切りからの竹水鉄砲作りで，「学びが多く充実した時間なりました。」

「下草刈りは，日常体験できないので良かった。クラフト体験も自分で竹を切るところから行えたので貴

重な体験でした。」等々東京都が実施したアンケートで高い評価を頂きました。 

今回は試行で，かつ人数制限もあり，多くの市民の皆様の期待に沿うことが出来ませんでした。この経

験を踏まえ，来年度の開催を願っています。             (姿見の池緑の会 白木昭憲) 

 

 

 

 

 

 

 

 

【『里山へ GO！』を開催しました。】 

 

 

 

 
西恋ヶ窪緑地の植物を観察中 

 

親子で下草刈り！ 

環境ひろばのお知らせ 

12月17日（日）午前10時～正午 市役所 書庫棟会議室（戸倉１-６-１） 

『環境ひろば』は,環境（保全，回復，創造）について市民・事業者・市が自由に意見交換を行う場で

す。皆さんのご参加をお待ちしています。 

 
姿見の池の昆虫類を観察中 

【秋の動植物調査観察会を開催しました。】 

 

 

 


